
令和6年度予算概算要求
経済産業省・文部科学省 バイオ関連事業

2023年10月3日
日本バイオ産業人会議 次⾧ 小平 邦彦
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予算/R6年概算要求

決算

財務省データより: JABEX作成

兆円

予算は約100兆円から微増傾向

R2,3,4年度と大型補正により、
決算額は大きくなる

R6年度概算要求は110兆円
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社会保障関係
費
33%

文教及び科

学振興費
7%

国債費
18%

地方交付税交
付金等
13%

防衛
関係
費
4%

公共事
業関係
費
6%

中小企業対
策費
3%

エネルギー対

策費
1% その他

15%

R4年度歳出内訳 132兆円

社会保障関係費 文教及び科学振興費
国債費 地方交付税交付金等
防衛関係費 公共事業関係費

国会, 0.1309

裁判所, 0.3324 内閣, 

0.0992

内閣府, 4.8547

デジタル庁, 0.4618

総務省, 

17.8168
法務省, 0.7291

外務省, 0.6895

財務省, 1.7755

文部科学省, 5.0116厚生労働省, 33.5757

農林水産省, 2.0617

経済産業省, 0.8864

国土交通省, 5.5771

環境省, 0.3581防衛省, 

7.705

R6年度省庁別一般会計

概算要求額 82兆円

国会 裁判所 内閣 内閣府 デジタル庁 総務省 法務省 外務省

財務省 文部科学省 厚生労働省 農林水産省 経済産業省 国土交通省 環境省 防衛省

財務省データより: JABEX作成
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各省各庁の概算要求
（R４年９月５日）

政府案

政府案閣議決定
(R4年12月23日)

国会提出、審議開始
(R5年1月23日)

予算成立

R5年度予算成立
(R5年3月28日)

各省各庁の概算要求
（R５年９月５日）

R4年度第2次補正予算案
閣議決定
(R4年11月8日)

国会提出、審議開始
(R4年11月21日)

予算成立
(R4年12月2日)

財務省HPより: JABEX作成
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https://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2024/pdf/01.pdf

特別会計含め ２兆4,615億円
R5年比較 7,719億円増

GX推進対策費 6,089億円増
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国内投資の拡大とイノベーションの加速を通じた新たな経済社会構造への転換
（１）世界をリードする先端分野への投資促進

① GX の実現とエネルギー安定供給の確保 【1 兆 6,241 億円（1 兆 1,076 億円）】
② デジタル社会の実現・生成 AI への対応 【1,591 億円（366 億円）】

（２）イノベーションの推進
① スタートアップ育成・新陳代謝の促進 【168 億円（141 億円）】
② イノベーションエコシステムの構築 【1,030 億円（895 億円）】

（３）構造的課題への対応
① 人手不足への対応、賃上げ、人への投資 【66 億円（65 億円）】
② 地域の中堅、中小企業・小規模事業者の発展、投資環境の整備 【1,143 億円（936 億円）】
③ 物価上昇への対応、レジリエンス 【190 億円（157 億円）】

（４）有志国連携による産業政策・経済安全保障
① 国際秩序の再構築に向けた取組 【336 億円（298 億円）】
② 経済安全保障の実現 【97 億円（89 億円）】

最重要課題：福島復興の更なる加速 【910 億円（753 億円）】

国内投資の拡大とイノベーションの加速を通じた新たな経済社会構造への転換

最重要課題：福島復興の更なる加速 【910 億円（753 億円）】
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（１）世界をリードする先端分野への投資促進
① GX の実現とエネルギー安定供給の確保
〇太陽光・風力・地熱・バイオマス・水力の最大限の 導入促進
➢ GX 分野のディープテック・スタートアップ支援事業【内407 億円（新規）】（GX）
※国庫債務負担行為（5 年）：2,034 億円
〇バイオものづくり
➢化石燃料のゼロ・エミッション化に向けた持続可能な航空燃料（SAF）・燃料アンモニア生産・
利用技術開発事業【98 億円（71 億円）】（エネ特）
➢カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開発事業【31 億円（26 億円）】（エネ特）
② デジタル社会の実現・生成 AI への対応
〇デジタル技術/PHR
➢ヘルスケア産業基盤高度化推進事業【13 億円（9 億円）】
（２）イノベーションの推進
① スタートアップ育成・新陳代謝の促進
➢医療機器等における先進的研究開発・開発体制強靭化事業【42 億円（40 億円）】
➢医工連携イノベーション推進事業【20 億円（19 億円）】
➢予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業【18 億円（14 億円）】
② イノベーションエコシステムの構築
〇バイオ分野等をはじめとした、若手研究者に対する支援や新産業・革新技術創出
➢次世代治療・診断実現のための創薬基盤技術開発事業 AMED【57 億円（53 億円）】
➢再生医療・遺伝子治療の産業化に向けた基盤技術開発事業 AMED【41 億円（37 億円）】
〇健康・医療などの分野で我が国の新しい技術・システムを世界に発信
➢ヘルスケア産業国際展開推進事業【5 億円（4 億円）】
（４）有志国連携による産業政策・経済安全保障
② 経済安全保障の実現
➢産学官連携によるサーキュラーエコノミー加速化事業【4 億円（新規）】（エネ特）

バイオ関連予算 465億円

R5年度比 68%増 (188億円)
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資源エネルギー庁資料

成⾧志向型カーボンプライシング構想：カーボンプライシングとGX経済移行債による投資促進策を効果的
に組み合わせた構想で、新技術の開発・社会実装を前倒しすることを目指す。1

GX経済移行債の発行：国が世界初のトランジション・ボンドを発行し、民間のトランジション・ファイナ
ンスを強化することで、多排出産業等の脱炭素化を支援する。
GXリーグ・排出量取引市場の現状と今後の発展：企業自らが削減目標を設定し、創意工夫・イノベーショ
ンを促進する排出量取引市場であるGXリーグの活動状況と、今後の拡大方針を示す。

GX実行会議資料
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https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/r01/1420668_00001.html
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バイオ関連予算
964億円
R5年度比 14%増
(116億円)

内 AMED 697億円
(前年581億円)
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革新的バイオ創薬支
援

3年目に企業連携
(ステージゲート)
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82億円に増額

スタートアップ支援
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